





















年次教育科目で、「Write ＝書く・Read ＝読む・Debate ＝議論する」の頭文字を取っ
て WRD（ワード）という科目を運営するにあたって、授業の方法や、WRD 科
目の内容を中心とした初年次教育に関する様々な問題について議論しようという





















































































































































































読む人が 1 人の文章、③書く人が 1 人で読む人が多い文章、④書く人が 1 人で読



























































































































































































































































































































る水族館の入館料は、大人 2 人と中学生 3 人で 3,100 円です。大人 1 人と中学生















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はもう 1 つやはり重要なこととして、もう 1 つ別の角度から実践されている方が
別の大学におられて、帝塚山大学の谷美奈さんという方で…、
【東谷】　昨年のこのワークショップに来ていますよ。
【阿部】　谷美奈先生は、昨年の FD ワークショップで講演をされています。
【東谷】　このワークショップでは、わりかし通好みの人を呼んできています。任
せてください。
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【久田（質問者）】　谷さんの実践は、表現教育を通して、いわばアイデンティティー
をどう形成していくかというところにかかってくるかなという思いがあるんです
ね。なぜそんなことを言うのかというと、うちの大学の場合ですが、自分が教え
ている学生にアンケート調査をすると、小中高校の間でいじめられ体験がある学
生が、42 パーセントいるんです。そして、いじめ、いじめられ、傍観者、この
体験が無い学生は、15 パーセントしかいないんです。ほとんどの学生がそうい
う体験を経てきているので、最初から他者に対する否定感だとか怖さみたいなも
のを持っているんですよね。大学では、それをいかに解きほぐすかということも
同時に要るんじゃないかと。で、彼ら自身がもっと伸び伸びと学んでいけるため
には、初年次教育も大事だけれども、表現教育にもそのための可能性があるんじゃ
ないかという思いがあるわけですね。それで、谷さんの実践に出合ったときに、あ、
これはすごいなと思ったわけです。で、比較して大変申し訳ないんですけれども、
今、僕、新たな科目を立ち上げることを考えているのですが、どっちをやろうか
なという思いがあります。両方をやると、中途半端になってしまいそうだなと思
いながら。先生ご自身が表現教育の実践をされながら、学生たちのアイデンティ
ティー形成とか精神的な発達だとか、そういったことを感じる場面というのはあ
りますでしょうか。
【安部】　はい、もちろんそれはあります。特に海外の留学生なので、自分の国と
向き合うということと、自分と向き合うということの 2 つの作業が、多分、最終
的には重なってくると思います。なおかつ序盤にはネットを探しても出てこない、
本にも書いていないことを課題に出しますので、自分だったらどうするんだろう
ということを、リアルに自分の問題として書いてもらうことを心がけています。
例えば、本当に知らない人にお金を借りるとか、親にお金を借りるメールを出
しなさいとかでも同じことだと思うんですけれど、自分の脳みそで何とかするし
かない状況に追い込めば、自分で何とかするしかないですし、それをクラスでシェ
アするとなると、「あ、この人こういうことを考えていたんだ。自分はちょっと
足らなかったな。」と振り返ることもできるので、授業では、良かった回答はシェ
アしますと最初に宣言してはいますが…、そういった形で、自分の力でなんとか
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するしかない状況と、シェアをするという環境を整えれば、頑張らざるを得ない
と思います。
貴重なお話、ありがとうございます。
【阿部】　ではもう一方…、どうぞ。
【山本（質問者）】　成城大学で教えております山本と申します。今日はありがと
うございました。
ちょっと違う球を投げてみようと思うんですけれど…。さっき、本学の阿部先
生がコミュニケーション能力の話やアクティブラーニングの話をされていたの
で、ちょっとそれらの話題からボールを投げたいんですけれど…、「学校人格」っ
てとても面白い言葉で、僕が大学生だった頃の「学校人格」って、確かに先生が
言っていることを勉強する結構パッシブな主体ですよね。でも、最近は、アクティ
ブラーニングとかコミュニケーション能力ということが盛んに言われて、もっと
もっとクリエイティブで、どんどんコミュニケーションをしてアクティブな主体
になりなさいと呼びかけられていますよね。だから、「学校人格」自体が、その
ように呼びかけられている方向へスライドしている可能性はないのかということ
が一点。それから、企業が求める人材が、8 年連続コミュニケーション能力のあ
る学生となっていますが、このことでものすごく疲れている学生がいるという現
実があって…、要するにもうコミュニケーションしたくない、アクティブであり
たくないと。企業に求められている人格と自分は合わないかもしれないと、心を
病む人たちが出てきている。表現したくない、関わりたくないという。
【安部】　はい、はい、ツイッターにも鍵をかけています、みたいなね。
【山本（質問者）】　はい。それで、筑波大学にたまたまコミュニケーションを断
ち切るという授業をやっている人面白い先生がいまして、この人は、広間に学
生たちを寝かせて、30 分くらい何もしない、スマホも持たない、議論もしない、
それによってコミュニケーションを断ち切ることが何なのかを体感させる授業を
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しているんです。「あ、こういうこともあるんだ。」と。表現に溢れていて、クリ
エイティブに溢れだしている今、それが学生たちへの新しい負荷になっていると
したらどうなのかなという、ちょっと別の角度からの質問です。
【安部】　面白いお話ですね。そうですね、僕が主に教えているのは外国人留学生
なので、この国の事情に当てはまるかどうかちょっとわからないですが…、ただ、
特に日本では、高校まで大学受験の勉強をして、大学に入るといきなり個性を求
められ、知らない間にコミュニケーション能力を高めることを要求されていて、
でもモバイルの発達に伴って日々コミュニケーションする機会は僕らより圧倒的
に多いはずで、コミュニケーションに疲れているのは確かだと思います。
僕が外国人留学生に、「世の中の全ての人はみんなに興味が無いんだよ。」とい
うことをよく言っています。みんなは、自分が誰なのかを自分の言葉で説明しな
いことには誰も興味を持ってくれないし、「だからこそ読む人のことを考えて発
信しなくてはいけないよ。」ということを言ったりもしています。ただ、僕のク
ラスにはいろいろな国の人が来ているので、その時点で、日本人学生よりは個性
のある人たちなんですよね。特にこのご時世、日本語を選択して日本に留学して
くる人たちというのは、言うとなんですが、相当な変わり者です。オタクです、
早い話が。歴史オタクか、アニメオタクか、アイドルオタクしかいないと思いま
す。あるいは、親が片方日本人であるとか。そういういびつな環境での日本語教
育になってしまってはいるのですが、彼らはコミュニケーションに関して基本的
にストレスを感じていないからこそ、留学できちゃうんですよね。フェイスブッ
クとかみんな当たり前のようにやっていますし、個性を出そうなんて思わなくて
も、存在していること自体が個性だという考え方の人たちなので、彼らの国では、
おそらく「個性を発揮しろ」なんていうスローガンが、そもそも立ち上がらない
と思うんですよね。
それで、同じ課題を書いてもらっても、出力してくるものがみんな違うこと自
体が個性だと思うので、僕は、「個性、個性」と言い過ぎかなという気がちょっ
としております。ただ、それを言いすぎると、「学校人格」の中のコミュニケー
ション人格をまた立ち上げちゃうというか、「僕はこういうことに興味があって、
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それでこの大学に来ました。」みたいなストーリーを 1 つ作っちゃって、それに
求められるキャラクターを作り上げていってしまうというようなことが、実は面
と向かったときのコミュニケーション力を下げてしまうというか、平場で戦えな
くなる身体になってしまうというか、そういう危険性を感じたりはするんですけ
れどね。ただ、おっしゃるようなコミュニケーションを断ち切るというような意
味では、文章表現というのは、自分と向き合う作業というか、内観の作業にも近
いので、インターネットで調べても見つからないような問いに対して自分で突き
詰めて考えるというのは、結構大事なことかなとは思います。すみません、お答
えになっていないかもしれません。
【阿部】　「キャラ化」ということに関しては非常にタイムリーなことに、先週の
大学入試センター試験の国語の現代文の問題に、筑波大学の社会学の先生である
土井隆義先生の『キャラ化する／される子どもたち』が使われていまして、まさ
に「キャラ化する／される」ことについての文章が出題されていましたけれども
…。
【安部】　今の若い人たちは、本当にストレスがかかると思います。「スクールカー
スト」の中で「一軍」みたいな言葉もあって、なおかついじられキャラみたいな、
役割みたいなものが早い段階からもう決まっちゃっていて、その役割に合わせた
コミュニケーションを磨くだけで、自分のコミュニケーションは磨かないという
ようになってしまっている。
【阿部】　そうですね。まさに土井先生の文章で、センター試験に出題された箇所
にそのような話が書いてありましたね。それが、例えば、企業に就職活動に行け
ば企業に求められているコミュニケーション能力を磨くことに手一杯で、それが
就活の疲れになると。朝井リョウさんの『何者』という小説では、今話したよう
なことが主なテーマになっていて、例えば、ツイッターで裏キャラとして友だち
のことを馬鹿にしたつぶやきをして、結局それがバレて喧嘩になるという話が書
いてあるんですが、まさにその話ですよね。
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【安部】　そうなんですよ。本当はこれ大学で言うべきことではないかもしれない
んですけれど、裏技になっちゃうのですが、企業が求める人に関して、例えば、「企
業の面接の時に、あなたが会社でやりたいことってどんなことですか？と聞かれ
るけれども、あれは全部嘘だよ。」と言っています。「あれはそのテーマに対して
どう回答するかという大喜利だよ。」という説明をしているので、「今、面接でや
りたいことを言って会社に入ったとしても、やりたいことなんかできないよ。あ
れ、採用する側のロジックだからね。世の中、ほぼ全てそれで動いているからね。」
と教えています。
【阿部】　あ、それは素晴らしい。「大喜利」というのは目からウロコです。
【安部】　「やりたいこと大喜利」だから、みんなと同じことを言っちゃいけない
よと。僕が早稲田の第一文学部を受験したときの話ですが、その当時、早稲田の
第一文学部の入試は、国語と小論文と英語しかなかった時代で、社会が無かった
んですよね。それで、僕が受験した年は、小論文に、「歴史上の人物に現在を語
らせなさい」という課題が出題されて、その年は確か田中角栄が亡くなった年だっ
たのですが、僕が入学した後に、ある先生が「田中角栄って書いた人はみんな落
とした。」と言っていたのを聞いたんですよ。だから、「1 人の人が読んで大勢の
人が書くタイプの文章で、みんなが選びそうなものを選んだら、その中で受かる
のは 1 人だけだよと。田中角栄のフォルダで一番優秀な人が受かるだけだから、
もっと違う人を選ばなきゃ。」っておっしゃっていたのを、すごく強烈に覚えて
います。っと、これって言っちゃいけない話だったのかもしれないんですけれど。
【阿部】　いやいや、大勢受ける受験小論文はまさに「大喜利」で、ネタを他の人
とどう差別化するかという問題なわけですよね。
【安部】　だから、コミュニケーション能力って、大人が言っているコミュニケー
ション能力も、実際に人と対峙したときのコミュニケーション能力と、会社の中
のコミュニケーション能力、「会社人格」のコミュニケーション能力って全然違
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うじゃないですか。そういう社会の成り立ちはなかなか教えられないし。僕は、
相手が外国人であることをいいことに言っているだけなんですけれど。
でも、グーグルの入社試験とか難しいですよね。それなりに、いろいろな総合
力が試されるような問題を考え抜いてある。あれって、グーグルの社員が、文章
表現の課題を考えるのが上手い人たちっていうことだと思うんですけど…、そう
いうことを考えたりしました。
【阿部】　日本人の学生にも当てはまることかなと思います。
【安部】　全部建て前をどう消化するかというプロレスなんですよ。大人が仕掛け
ているプロレスなんだから、っていうね。でも、誰かがどこかのタイミングで教
えなきゃいけないよなと思っていて。本当に夢が叶う社会だと思っている人が結
構多いから…、夢の無い話で終わっちゃいましたけれど。
【阿部】　今の話題も発展しそうなことがいろいろ含まれていて、とても興味深い
話題ではあるのですが…、今日はお集りの方々にも積極的にご発言いただきなが
ら、充実した討論が展開できたのではないかと思っています。終わりの時間も近
づいてまいりましたので、この辺でワークショップを終わらせていただきたいと
思います。
【安部】　今日は本当にお寒い中、ご足労ありがとうございます。
【阿部】　最後に、本日の FD ワークショップを主催しております本学共通教育研
究センターのセンター長であります相澤正彦先生に、ご挨拶をいただきたいと思
います。
【相澤】　相澤です。安部先生、今日はどうもありがとうございました。
議論が白熱したところで、これでお開きというのはとても残念ですが…、今、
アクティブラーニングなどと言われますが、私は、大学に来て、大学の先生の話
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だけを聴いて、それを家で思い返して何となく自分の思いを馳せるっていうのも
いいものじゃないかなと思ったりするんですが、そんなことを言うとセンター長
をクビになってしまうので…、クビになってもいいんですけれど。教育の現場で
もそういうようなことがあって、いろんな型にはめられることがあるのかなと、
むしろ型にはめていくことを考えなきゃいけないところもあると思います。
成城大学の FD 活動はいろいろな部署でやられているのですが、共通教育研究
センターの FD ワークショップは、これまでも出版社の方とか、元ミュージシャ
ンの大学教員とか、いろいろな経歴の方に来ていただいておりまして、今回の安
部先生はいろいろなご経歴を経つつというか、現在進行形で芸人という仕事もさ
れながら、それでいて表現教育のこともなさっているということで、何かサプラ
イズみたいなのがあるのかなと思ったんですが、それは無くて良かったのかどう
なのかというところがありますけれど…、本当に貴重なお話をいただきましてあ
りがとうございました。私は、授業を段階的に進めていくためには服装も変えな
きゃいけない、というお話に感銘を受けました。本当にありがとうございました。
それから、今日はずいぶん遠いところから来ていただいた方もいらっしゃって、
これにも大変感謝しております。やはり、みなさん、様々な悩みを抱えていらし
て、教育というのは、学生相手、人間相手ですから、マニュアルがあるようで実
は全く無いところから試行錯誤していかなければいけないという現状に、お集ま
りのみなさんが立ち向かっているということ、しかしそれだからこそ、みなさん
自由に発言してもらって支え合うというわけではないですが、これからの教育実
践に役立てていくには、このようなワークショップは一番いいのではないかなと
思います。本センターではこれからもワークショップを続けていきたいと思って
いますので、みなさんどうぞよろしくご協力のほどお願いいたします。本日はあ
りがとうございました。
【阿部】　相澤先生、ありがとうございました。
以上をもちまして、本日のワークショップ、予定通りの時刻ちょうどに終了と
なりますが、本日講師を務めていただきました安部達雄先生に盛大な拍手をもっ
て感謝の意を表したいと思います。どうもありがとうございました。
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【安部】　教員も芸人です。人前に出て話す以上、芸人なんです。タレントなんで
す。それを忘れないでください。以上です！
【阿部】　ありがとうございます。私も忘れないようにしたいと思います。
では、本日の FD ワークショップ、これで終了したいと思います。お集りのみ
なさま、どうもありがとうございました。
【完】
